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要旨 
 恒星の周りにガスリングを持つBe星の変光星であるカシオペヤ座γ星（以下γCas）に対し、光度変化とガスリ

ングの構造に相関があるのかを、等級・輝線の観測によって調査した。光度変化とガスリングの構造について確か

めることはできなかったが、ガスリングの回転速度とエネルギーに相関があることを確認できた。 

 

１．はじめに 
 Be星とは、B型星の中でも高速に自転しているために、恒星の周りにガスリングが生じ、水素の輝線が観測さ

れる星のことだ。Be星は変光星であることが多く、γCasなどが有名である。Be星についてはいまだ謎が多く、

私たちは、γCasの光度変化とガスリングの構造に相関があると考え調査した。 

 

２．目的 
 γCasの光度変化の際にガスリングの構造に変化があるかを、等級・輝線の観測によっ

て明らかにする。そして、光度変化にガスリングが影響を与えているかを調べる。 

 

３．観測手法 
 本校屋上の300mmカセグレン式反射望遠鏡、90mm屈折望遠鏡（図１）を使用し分光・測

光観測を行い、Vバンドでの等級及びHα、Hβ輝線の等価幅を算出した。観測データは今

年行った１夜分に加え、過去の先輩が行った２夜分のデータを使用した。等価幅算出の

際、観測した輝線に対し、ガウス関数（図２）にフィッティングを行い、最小二乗法に

よって決定した理想モデルをもとに算出した。 

 輝線を表すガウス関数の評価のパラメータとして「半値幅」「h/y0（強度の比）」を

用意して、輝線の特徴からガスリングの構造を考察した。 

 

４．結果 
観測結果を下表（表１）に示す。 

 

５．考察 
１）半値幅が上がるほど、h/y0の値が減少する傾向があった→ガスリングの回転速度が変化している。 

２）１）より回転速度が速いほど、等価幅が大きい→回転速度が高いほどガスリングのエネルギーが高い。 

３）等価幅と等級の相関はみられなかった。 

 今回の研究ではガスリングの回転速度の違いとエネルギーの相関を考察することはできたが、光度変化との相

関はみられなかった。そして、ガスリングの収縮度や密度などの構造については、変化があるかを確かめること

はできず、光度変化にガスリングが影響を与えているかを明らかにすることはできなかった。 

 また、今回低分散分光器を用いて観測を行ったため、輝線の観測精度がそこまで高くない。そのため、より精

密な観測を行うには、高分散分光器を使用するなどの観測方法の改善が求められる。今後は精度の高い観測を通

して、γCasの光度変化の原因を明らかにしていきたい。 
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